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る
よ
う
に
要
請
し
た
。
で
は
、
い
つ
ま
で
飲
用
不
可
は
続
く
の
か
？

　

タ
イ
の
乾
季
は
昨
年
の
十
一
月
か
ら
始
ま
り
、
通
常
は
四
月
ま
で
続
く
が
、
悪
い
こ
と
に
気
象

当
局
の
予
測
で
は
六
月
末
ま
で
乾
季
が
続
く
可
能
性
が
あ
り
、
す
で
に
全
土
十
四
州
に
「
干
ば
つ

宣
言
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
干
ば
つ
に
よ
る
海
水
遡
上
の
影
響
は
、
水
道
だ
け
で
は
無
く
、
タ
イ

の
主
要
農
産
物
（
コ
メ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
パ
ー
ム
油
な
ど
）
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
海
水
遡
上
は
バ
ン
コ
ク
だ
け
で
は
無
い
。
ム
ン
バ

イ
、
上
海
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど
海
に
面
し
た
ア
ジ
ア
の
大
都
市
に
と
り
年
々
、
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

一
．
な
ぜ
海
水
遡
上
が
頻
発
し
て
い
る
の
か

　

デ
ル
タ
地
帯
に
位
置
す
る
上
記
の
メ
ガ
シ
テ
ィ
に
共
通
す
る
問
題
は
、
地
下
水
の
過
剰
汲
み
上

げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
で
は
過
去
五
十
年
間
の
地
盤
沈
下
に
よ
り
南

部
の
海
岸
線
が
五
百
～
千
メ
ー
ト
ル
内
陸
に
移
動
し
、
市
内
の
一
部
は
平
均
海
面
と
同
じ
標
高
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
が
加
わ
り
、
内
陸
部
の
河
川
へ
の
海
水
の

遡
上
や
、
地
下
水
へ
の
海
水
の
移
動
が
長
期
化
し
て
い
る
。
日
本
も
海
水
遡
上
に
無
縁
で
は
な
い
。

　

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
水
道
公
社
（
Ｍ
Ｗ
Ａ
）
は
、
二
一
年
一
月
末
に
、
首
都
圏
人
口
千
四

百
万
人
に
対
し
「
水
道
水
中
の
塩
分
濃
度
が
、
通
常
の
五
～
十
倍
で
あ
り
、
健
康
に
害
を
及
ぼ
す

影
響
が
あ
り
、
飲
料
を
控
え
て
欲
し
い
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
ま
た
プ
ラ
ユ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
オ
チ

ャ
首
相
は
、「
シ
ャ
ワ
ー
時
間
を
短
縮
し
、
節
水
せ
よ
」
と
国
民
に
要
請
し
た
。
な
ぜ
水
道
水
は

飲
め
な
く
な
っ
た
の
か
？

　

水
道
公
社
の
発
表
に
よ
る
と
「
タ
イ
中
部
の
最
大
水
源
で
あ
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
の
水
量
が
干

ば
つ
で
激
減
、
そ
の
為
に
海
水
が
遡
上
し
、
通
常
の
五
～
十
倍
の
塩
分
が
浄
水
場
に
流
入
し
た

為
」
と
し
、「
塩
分
濃
度
の
高
い
水
道
水
を
飲
用
し
た
場
合
、
腎
臓
病
患
者
、
乳
幼
児
、
高
齢
者
、

病
人
の
健
康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
あ
り
」
と
、
出
来
る
だ
け
水
道
水
の
飲
用
を
控
え
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タ
イ
政
府
は
国
際
的
に
は
珍
し
い
「
地
下
水
税
」
や
「
地
下
水
保
存
税
」
な
ど
の
課
税
制
度
を

導
入
し
て
い
る
が
、
違
法
な
井
戸
が
多
く
、
同
市
内
で
は
毎
年
一
～
二
セ
ン
チ
の
地
盤
沈
下
が
進

行
し
て
お
り
、
幹
線
道
路
の
陥
没
や
住
宅
が
壊
れ
る
な
ど
被
害
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

三
．
ア
ジ
ア
大
都
市
で
も
海
水
遡
上
問
題
が
深
刻
に

㈠
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
首
都
マ
ニ
ラ
…
…
地
盤
沈
下
も
深
刻
化

　

マ
ニ
ラ
で
は
地
下
水
の
過
剰
汲
み
上
げ
に
よ
っ
て
飲
料
用
井
戸
水
の
塩
水
化
と
地
盤
沈
下
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
水
道
水
源
の
ラ
グ
ナ
湖
も
乾
季
に
は
、
全
長
二
十
七
キ
ロ
の
パ
ッ
シ
グ
川
を
通

じ
、
マ
ニ
ラ
湾
の
海
水
が
遡
上
し
汽
水
湖
（
海
水
と
淡
水
の
中
間
の
塩
分
）
と
な
り
、
水
道
水
源

が
塩
水
化
す
る
頻
度
が
増
し
て
い
る
。

　

首
都
マ
ニ
ラ
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
の
沿
岸
の
街
や
諸
島
で
は
、
過
剰
な
地
下
水

汲
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
に
よ
り
マ
ニ
ラ
湾
の
海
水
が
内
陸
部
ま
で
流
れ
込
み
、
既
に
数
千
人

が
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
地
下
水
の
過
剰
汲
み
上
げ
は
地
盤
沈
下
を
引
き
起
こ
し
、
地

球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
よ
り
差
し
迫
っ
た
脅
威
と
な
っ
て
い
る
、
い
わ
ば
人
災
で
あ
る
。

阿
賀
野
川
（
新
潟
）、
最
上
川
（
山
形
）、
由
良
川
（
舞
鶴
市
）
な
ど
で
渇
水
期
に
取
水
制
限
が
発

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
短
期
間
で
あ
り
、
今
の
所
、
大
き
な
問
題
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

二
．
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
・
海
水
遡
上
の
現
状

　

毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
海
水
遡
上
問
題
。
昨
年
二
〇
年
一
月
に
バ
ン
コ
ク
水
道
公
社

（
Ｍ
Ｗ
Ａ
）
が
発
表
し
た
水
道
水
の
塩
分
濃
度
は
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
五
～
一
〇
・
八
グ
ラ
ム
で

あ
り
、
通
常
時
（
一
・
二
グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル
）
の
四
～
九
倍
と
な
り
、
今
回
と
同
じ
よ
う
に

「
水
道
水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
」
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
が
同
年
四
月
末
か
ら
五
月
に
か

け
て
、
今
度
は
「
雨
季
の
集
中
豪
雨
」
で
洪
水
被
害
が
発
生
、
そ
れ
が
過
ぎ
た
ら
今
度
は
「
干
ば

つ
」
で
国
内
三
十
五
カ
所
の
主
要
ダ
ム
の
貯
水
率
が
平
均
四
二
％
ま
で
低
下
し
、
農
業
用
水
が
不

足
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
短
期
間
に
「
干
ば
つ
」、「
洪
水
」、
ま

た
「
干
ば
つ
」
を
繰
り
返
す
の
は
異
常
気
象
の
怖
さ
で
あ
る
。

　

世
界
銀
行
の
発
表
に
よ
る
と
首
都
バ
ン
コ
ク
は
二
〇
三
〇
年
頃
に
は
都
市
全
体
の
四
〇
％
が
浸

水
被
害
を
受
け
る
と
指
摘
。
近
い
将
来
再
び
大
規
模
な
洪
水
が
起
こ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
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㈡
　
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
…
…
地
盤
沈
下
が
深
刻
化

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
年
間
降
水
量
は
約
千
八
百
ミ
リ
で
、
本
来
な
ら
十
分
な
水
量
を
得
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
が
、
雨
季
と
乾
季
の
水
位
変
動
時
に
大
メ
コ
ン
川
を
通
じ
、
大
き
な
海
水
遡
上
が
観
測

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
主
要
水
源
で
あ
る
ド
ン
・
ナ
イ
川
や
サ
イ
ゴ
ン
川
の
取
水

点
に
お
い
て
も
塩
水
遡
上
が
見
ら
れ
、
二
〇
一
六
年
に
は
取
水
口
で
塩
分
濃
度
三
三
〇
ミ
リ
グ
ラ

ム
／
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
高
濃
度
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
ダ
ナ
ン
市
で
は
二
〇

一
九
年
八
月
、
水
道
水
源
で
あ
る
カ
ウ
ド
ー
川
の
海
水
遡
上
で
給
水
停
止
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

二
〇
二
〇
年
二
月
、
同
国
南
部
の
カ
ン
ト
ー
市
で
も
、
取
水
口
が
河
口
か
ら
百
キ
ロ
も
離
れ
て
い

る
が
、
海
水
遡
上
で
給
水
を
停
止
し
て
い
る
。

　

同
国
の
環
境
省
水
源
管
理
局
が
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
メ

コ
ン
デ
ル
タ
地
方
の
地
盤
調
査
（
三
百
三
十
九
ヶ
所
）
を
行
っ
た
結
果
、
全
体
の
九
〇
％
に
当
た

る
三
百
六
ヶ
所
で
地
盤
沈
下
が
確
認
さ
れ
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
十
四
の
区
と
郡
で
深
刻
な
地

盤
沈
下
が
進
行
し
て
い
る
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
区
は
、
ベ
ト
ナ
ム
最
大
都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
核
に

約
千
八
百
万
人
が
住
み
、
同
国
の
経
済
中
心
で
、
ま
た
コ
メ
の
大
産
地
（
コ
メ
の
輸
出
量
、
世
界

第
三
位
、
二
〇
一
九
年
）
で
も
あ
る
。

　

人
民
委
員
会
は
二
〇
〇
七
年
に
地
下
水
取
水
を
制
限
し
た
が
、
実
効
は
上
が
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
さ
い
ご
に

　

ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
で
は
、
地
下
水
の
過
剰
く
み
上
げ
に
よ
り
地
盤
沈
下
が
加
速
度
的
に
進
行

し
て
い
る
。

　

特
に
沿
岸
地
域
に
立
地
し
た
都
市
で
地
盤
沈
下
が
生
じ
た
場
合
、
洪
水
リ
ス
ク
、
建
物
へ
の
被

害
、
橋
や
道
路
、
水
道
水
源
へ
の
海
水
遡
上
な
ど
社
会
資
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
で
は
ど
う
し
た
ら
地
盤
沈
下
の
被
害
が
防
げ
る
の
か
、
そ
の
答
え
の
一
つ
が
日
本
の
地
下
水

政
策
で
あ
る
。
日
本
も
一
九
六
〇
年
代
ま
で
地
下
水
の
過
剰
汲
み
上
げ
で
地
盤
沈
下
が
継
続
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
拡
大
化
し
た
。
政
府
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六

年
）「
工
業
用
水
法
で
一
定
規
模
の
工
業
用
井
戸
に
つ
い
て
許
可
制
」
に
し
許
可
基
準
を
定
め
地

盤
沈
下
の
防
止
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
年
）
頃
か
ら
地
盤
沈
下
は
減

少
傾
向
を
示
し
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
年
）
か
ら
地
盤
沈
下
は
沈
静
化
状
態
に
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
政
府
の
強
力
な
政
策
と
自
治
体
の
努
力
に
よ
っ
て
地
下
水
く
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下

防
止
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
日
本
の
生
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
ア
ジ
ア
諸
国
に
伝
授

し
ア
ジ
ア
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
も
日
本
の
役
目
で
あ
ろ
う
。

カレント寄稿


